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編集後記

Netsu Sokutei 37（（2））2010

【 編集後記 】

2年ぶりに編集委員会に戻ってまいりました。学会誌充実のために微力ながら尽くす所存でございますので，会員各位のご

協力をお願い申し上げます。

さて本務先が付属高校を多く持っていることもあり，高校の先生と付き合う機会が多くなっています。理科系の学生の減少

は周知のこととなっておりますが，その中では「化学」「生物」に比べて「物理」履修の学生の減少が甚だしくなっているそ

うです。どうやら高校生の間では「物理」は基本的な法則を使用して論理的に解答を導き出す頭脳労働であり「化学」「生物」

のような暗記ものより楽ではない，少なくとも点数はとりにくいとの認識があるようです。「物理」の中でも特に「熱力学」

に関する部分に至っては論理的に解答を導く部分が教科書からも削除され，気体分子運動論からの理想気体状態方程式の導出，

マイヤーの式，ポワッソンの式は登場しない，もしくは登場しても天下り的に覚えよ！という形になっております。

このことによる大学のダメージは深刻なものがあります。「化学」「生物」の分野においても，本誌解説が示すように頭脳労

働は必要不可欠であるのに，それから逃避していたことに少数の学生が気付いているものの，どうしたらよいか分からず戸惑

っています。大学教員としては学生に頭脳労働をさせ，その楽しさを教えることに全力を尽くしているのですが，手遅れであ

るケースが多数です。このままでは学術の裾野の広がりが期待できません。しかしながら希望はないわけではありません。大

学の講義で熱力学と自動車のエンジン・発電所の仕組みの関係など実践的なことを教えると学生の食いつきが非常に良くなっ

てきています。本誌でも「熱測定」「熱力学」の実践的応用の紹介・教育などをテーマとしていただければ，裾野を広げるこ

とに大きく貢献できるのではないでしょうか。

なお個人的なことになりますが，より学会の裾野が広がり有望な若手が続々登場すれば，私の編集委員会への復帰もなかっ

たかも知れません。 （橋本拓也）
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